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研究課題名：圧力バウンダリ構成部で使用されるステンレス溶接金属の熱時効脆化評価のた

めの基盤技術開発 
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再委託先研究責任者（研究機関名）：堀内 寿晃（北海道科学大学） 
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研究期間及び研究費：平成２７年度～平成２９年度（３年計画）  ７４百万円 

項 目 要  約 

１．研究の概要 福島第一発電所の事故後、プラント安全性確保のためには、顕在化

していない劣化事象に対してもプロアクティブに対応していくこと

が極めて重要との認識がある。この要請に応えるため、機構論的に発

現の可能性が考えられる、溶接部2相組織の熱時効組織変化の特異性

の評価・把握、溶接部2相組織の熱時効に及ぼす中性子照射効果の評

価、計算科学に基づく時効組織変化の予測技術開発を実施すること

で、圧力バウンダリ構成部に使用されるステンレス溶接金属の熱時効

脆化評価の基盤技術を開発することを目的とし、以下の研究開発を行

う。 

１）ステンレス溶接金属の熱時効試験

２）照射済み溶接金属のミクロ組織調査

３）ステンレス溶接金属の熱時効予測モデルの開発

２．総合評価 
Ｓ

・照射済み溶接金属のミクロ組織調査を行って、熱時効に中性子照射

が重畳することで、単純熱時効条件と比較してスピノーダル分解な

らびに G 相形成が加速されることを明らかにしたことは、今までに

ない知見として評価できる。

・熱力学的評価・速度論的検討の両面を備え、照射影響についても考

慮可能な熱時効組織変化予測モデルを初めて開発したことは、高く

評価できる。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


